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千
軍
万
馬

千
軍
万
馬  

  

〇
出
陣
報
告

騎
馬
武
者
ら
は
、
相
馬
野
馬
追
祭
前
日
の
22
日
、
大
熊

町
騎
馬
会
の
妙
見
神
社
で
あ
る
諏
訪
神
社（
野
上
）を
参
拝

し
、
無
事
の
帰
還
を
祈
願
。

そ
の
後
、
大
熊
町
役
場
で
副
執
行
委
員
長
代
理
の
武
田

善
幸
副
町
長
が
出
陣
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

大
熊
町
騎
馬
会
の
小
野
田
淳
会
長
は「
赫か
く

々か
く

た
る
武
勲

を
あ
げ
、
全
騎
無
事
な
る
凱
旋
を
果
た
す
こ
と
を
誓
う
」

と
吉
田
淳
町
長
に
口
上
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
初
陣
騎
馬
と
し
て
、
石
田
宗
大
さ
ん（
大
川
原
）、

髙
橋
海
来
さ
ん（
千
葉
県
）が
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

  

〇
御
繰
り
出
し
・
宵
乗
り

相
馬
野
馬
追
祭
の
初
日
と
な
る
23
日
、
大
熊
町
騎
馬
会

が
属
す
る
標
葉
郷
の
騎
馬
ら
は
浪
江
町
の
本
陣
に
参
集
。

約
50
騎
の
騎
馬
ら
が
浪
江
町
、
南
相
馬
市
小
高
区
を
行

進
し
、
相
馬
中
村
藩
本
陣
で
あ
る
南
相
馬
市
原
町
区
の
雲

雀
ヶ
原
祭
場
地
を
目
指
し
ま
し
た
。

  

〇
本
祭
り

本
祭
り
開
催
の
24
日
、
相
馬
中
村
藩
の
５
郷（
北
郷
、

宇
多
郷
、
中
ノ
郷
、
小
高
郷
、
標
葉
郷
）の
全
騎
馬
が
祭

場
地
を
目
指
し
騎
馬
を
進
め
ま
し
た
。
１
０
０
０
年
を
超

え
る
伝
統
行
事
を
見
よ
う
と
、
全
国
か
ら
観
光
客
が
沿
道

や
祭
場
地
に
集
い
ま
し
た
。

祭
場
地
に
参
集
し
た
騎
馬
ら
は
、
相
馬
野
馬
追
祭
の
醍

千
軍
万

千
軍
万
馬馬

相
馬
野
馬
追
祭

相
馬
野
馬
追
祭

　

相
馬
地
方
の
国
指
定
重
要
無
形
文

化
財「
相
馬
野
馬
追
祭
」が
５
月
23
日

か
ら
25
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
大

熊
町
騎
馬
会
か
ら
全
11
騎
の
騎
馬
武

者
ら
が
ふ
る
さ
と
の
思
い
を
背
負
い

出
陣
し
ま
し
た
。
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特集 相馬野馬追祭

醐
味
で
あ
る
、
甲
冑
競
馬
、
神
旗
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

大
熊
町
騎
馬
と
し
て
、
小
野
田
淳
さ
ん
、
吉
田
昌
平
さ

ん
の
２
騎
が
神
旗
争
奪
戦
に
参
加
。
吉
田
さ
ん
は
神
旗
を

勝
ち
取
り
、
町
に
武
勲
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

  

〇
帰
り
馬
行
列
・
凱
旋
報
告

役
場
駐
車
場
に
設
置
さ
れ
た
大
熊
町
騎
馬
会
の
本
陣
に

は
、
騎
馬
ら
の
帰
還
を
待
つ
町
民
ら
が
集
い
、
凱
旋
し
た

騎
馬
武
者
ら
を
厚
く
出
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
騎
馬
武
者
の
帰
還
に
合
わ
せ
、
相
馬
流
れ
山
踊

り
保
存
会
に
よ
る
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

  

〇
野
馬
懸

相
馬
野
馬
追
祭
の
最
終
日
に
は
、
絵
馬
の
由
来
と
さ
れ

る
神
事「
野の

馬ま

懸が
け

」が
南
相
馬
市
小
高
区
の
相
馬
小
高
神
社

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
野
馬
懸
で
は
、
囲
い
の
中
で
神
社
に

奉
納
す
る
御
神
馬
を
選
ぶ
、
野
馬
の
囲
い
込
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

大熊町騎馬会、相馬流
れ山踊り保存会は会員
を募集中です！
馬や乗馬が好きな方、
伝統芸能にご興味があ
る方大歓迎です！
詳しくは生涯学習課に
ご連絡ください
☎0240-23-7194
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中
間
貯
蔵
施
設
区
域
内
遺
構
・

文
化
財
を
考
え
る

大
熊
町
教
育
委
員
会
は
５
月
17
日
、
産
業
交
流

施
設「
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ａ
お
お
く
ま
」で「
中
間
貯
蔵
施

設
区
域
内
遺
構
・
文
化
財
を
考
え
る
町
民
懇
談

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
に
策
定
し
た「
大
熊
町
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
」は
、
国
や
県
、
町
で
指
定

し
て
い
る
文
化
財
に
加
え
、「
大
熊
町
ら
し
さ
」を

感
じ
ら
れ
る
も
の
を「
大
熊
町
資
料
」と
し
て
保

存
、
活
用
し
て
い
く
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

特
に
中
間
貯
蔵
施
設
区
域
は
、
帰
還
困
難
区
域

の
中
で
も
長
期
に
わ
た
り
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
中
間
貯
蔵
施
設
内
の
資
料
に

つ
い
て
は
委
員
会
な
ど
を
設
置
し
、
検
討
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
町
民
懇
談
会
は
、
町
民
と
現

状
を
共
有
す
る
た
め
に
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

町
教
委
は
、
区
域
内
の
遺
構
や
文
化
財
の
例
と

し
て
、①
建
造
物
、②
樹
木
、③
石
造
物
、④
景
観
、

⑤
民
俗
芸
能
な
ど
を
提
示
。
い
ず
れ
も「
大
熊
町

の
歴
史
文
化
・
記
憶
」を
示
す
も
の
で
あ
り
、
継

承
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

【②樹木の例】熊川の並松 【③石造物の例】熊町虚空蔵碑 【⑤民俗芸能の例】熊川稚児鹿舞【④景観の例】馬の背岬

町の文化財マップを見ながら意見を交わす参加者ら

懇談会の資料などは
町ホームページで公
開しています。
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特集 中間貯蔵施設区域内遺構・文化財を考える

・熊町小学校の現状
耐震性能 現時点で構造上の問題なし

長寿命化適性 不適。コンクリートの劣化が進んでおり、鉄筋の腐食が進行
する恐れがある。

構造以外の劣化状況 建物外周のモルタルの剥離、雨漏りによる天井材の落下など

・保存活用にかかる費用概算
修繕（最低限の安全設備、雨漏りの修繕など。現
状のまま「残置」の場合は費用なし） ０～ 2,500 万円程度

改築工事（人の立ち入りを前提とした躯体の補強
や移設など） 18 億円～ 25 億円程度

維持管理（定期的な修繕、清掃、点検費など） 300 万円／年～ 3,000 万円／年
解体（活用終了後のコスト） 2 億 5,000 万円～３億円程度

※費用算出にあたって帰還困難区域内の作業や物価上昇などの条件は加味していない。

課
題
と
し
て
、
建
物
等
の
劣
化
や
、
保
存
や

活
用
に
関
わ
る
人
の
安
全
確
保
、
維
持
管
理
費

な
ど
を
挙
げ
、「
今
の
ま
ま
残
し
続
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
何
の
た
め
に
、
ど
う
や
っ
て
、
何

を
残
す
の
か
の
選
択
が
必
要
」と
説
明
。
震
災

遺
構
の
保
存
例
と
し
て
、
▼
移
築
・
再
現
▼
改

修
・
改
築
▼
残
置
保
存
▼
解
体
・
跡
地
利
用
▼

デ
ジ
タ
ル
保
存
・
一
部
保
管
―
―
の
方
法
を
紹

介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
検
討
の
前
提
と
し
て
、
町
教
委
は
、

熊
町
小
学
校
校
舎（
築
59
年
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
２
階
建
）の
建
物
調
査
の
結
果
を
公
表

し
、
校
舎
を
ど
の
よ
う
に
保
存
・
活
用
す
る
か

に
よ
っ
て
、
か
か
る
費
用
が
大
き
く
異
な
る
こ

と
も
共
有
し
ま
し
た（
上
記
参
照
）。

【①建造物の例】熊町小学校 【②樹木の例】熊川の並松

熊町小学校の教室の様子

質
疑
で
は「
利
活
用
に
よ
り
コ
ス
ト
の
回
収

も
可
能
だ
と
思
う
」、「
人
に
見
て
も
ら
う
場
合
、

立
ち
入
り
緩
和
を
要
請
で
き
る
の
か
」な
ど
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
県
か
ら
の
参

加
者
か
ら「
町
民
の
参
加
が
少
な
い
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
て
は
」と
い
う

提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

町
教
委
は
今
後
、
有
識
者
や
町
民
な
ど
か
ら

な
る
検
討
委
員
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
検
討
を
進
め
、
今
年
度
中
に
区
域
内
の
遺

構
・
文
化
財
の
保
存
活
用
方
針
を
ま
と
め
る
計

画
で
す
。
町
民
懇
談
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
も
実
施
予
定
で
す
。

佐
藤
由
弘
教
育
長
は
、「
故
郷
に
刻
ま
れ
た
歴

史
や
文
化
、
人
の
営
み
、
震
災
と
原
発
事
故
が

問
い
か
け
る
も
の
を
、
私
た
ち
は
ど
う
伝
え
る

べ
き
か
。
こ
の
町
で
生
き
、
思
い
続
け
る
方
々

と
考
え
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。
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TOWN TOPICS
−まちの話題−

町は５月 12 日、ICUS（アイカス）との大熊中央産
業拠点の企業立地に関する基本協定を締結しました。

同社の小林豊代表取締役と吉田淳町長が協定書を交
わしました。

ICUS は、神奈川県川崎市に本店があり、原子力発
電所における除染・洗浄、火力発電所の洗浄、工場の
洗浄に関わる事業を手掛けています。東日本大震災前
から大熊町に事業所を構え活動しており、福島第一原
子力発電所の確実な廃炉の推進に欠かせない企業で
す。 

町の復興や廃炉を促進　大熊中央産業拠点立地協定式

協定書を交わす吉田町長と小林代表（左）

町は５月 14 日、サンフロンティアホテルマネジ
メントと「大野駅西町有地宿泊施設整備事業に関す
る基本協定」を締結しました。

同社は全国に 30 を超えるホテルを展開する企業
で、大熊町のホテル建設は、猪苗代町につぎ県内２
例目です。

協定式では吉田淳町長が同社の堀口智顕代表取締
役会長と協定書を交わしました。

建設されるホテルは地上７階建て、長期滞在も想
定した 150 の客室での開業を予定しています。

駅前に民間宿泊施設立地　7階建てホテル建設へ

協定書を交わす吉田町長と堀口会長（右）

沖縄県の「福島・沖縄絆プロジェク
ト」は５月 14 日、「大熊町ひまわりプ
ロジェクト」に沖縄で採れたひまわり
の種を寄贈しました。ヒマワリを通し
た沖縄と大熊町の交流は、今年で 15
年目を迎えます。

贈呈式は大熊町役場で行われ、福
島・沖縄絆プロジェクトの鈴木伸章副
理事長から、大熊町ひまわりプロジェ
クト 渡部正勝会長へヒマワリの種が手渡されました。

鈴木副理事長は「ヒマワリを通した交流を今後も続けていきたい」と語りました。
当交流は震災後の平成 24 年から継続され、毎年町内と沖縄県で採れた種を渡し合っています。

ヒマワリがつなぐ絆今年も　大熊町ひまわりプロジェクト

ヒマワリの種を手渡す鈴木副理事長（右から３人目）
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町特産品の日本酒・帰忘郷の原料となる酒米の田植
えが 5 月 31 日、大川原地区のほ場で行われました。
酒造り７年目となった今年は、汗ばむほどの快晴の中、
まちづくり公社職員や氏家エイミーさんら関係者約 20
人が田植えに参加しました。

約 65 アールの水田に田植え機と手植えで分担して
帰忘郷の原料となる酒米・五百万石の苗を植えました。

今年も秋に実ったコメを収穫し、会津若松市の髙橋
庄作酒造店で日本酒に醸造される予定です。

７年目の日本酒造り始まる　大川原で帰忘郷の田植え

町農業委員会は 5 月 20 日、大川原地区の水田で
田植えを行いました。役場職員、関係機関の職員も
参加し、昨年の倍の面積となる約 25 アールにコシ
ヒカリの苗を手植えしました。

町農業委員会は、東日本大震災後、農作物の放射
線量の測定や低減を図るため水稲の試験栽培・実証
栽培を行い、安全性を確認してきました。試験栽培・
実証栽培は一昨年度で終了し、昨年度からは、「大
熊町のコメ」を味わってもらうことを目的に水稲栽
培を継続しています。今秋収穫するコメは、ふるさ
とまつりで来場者に配布する予定です。

大熊のコメの味を忘れぬよう　町農業委員会で田植え

１束ずつ丁寧に手植えする参加者ら

帰忘郷の原料となる五百万石の苗

福島県の内堀雅雄知事は５月 27 日、大熊西工業団地の「次世代グリーン CO2 燃料技術研究組合」
を視察しました。

同組合は、食用に適さない植物を活用したバイオエタノール燃料の研究を目的に、自動車産業を
中心とした複数の企業で構成されました。2024 年に西工業団
地に燃料生産拠点を整備し、自動車用のバイオエタノール燃料
の研究、製造を進めています。

内堀知事は、組合の中田浩一理事長から設立経緯や植物から
燃料を抽出する仕組みなどの説明を受け、実際に燃料の生産設
備を視察。「次世代のため、未来のために、カーボンニュート
ラルに役立つグリーン燃料がどうしても必要。町や双葉郡の復
興が前進するためにも、この研究開発が未来に向かって花開く
ことを期待しています」と話しました。

大熊町産のバイオエタノール燃料は、公道を使った走行イベ
ントや全日本スーパーフォーミュラ選手権などで使用されまし
た。今後、実用化により脱炭素社会の実現に貢献することが期
待されています。

ゼロカーボン目指す施設を実見　内堀知事視察

中田理事長らから説明を受ける内堀知事
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ネクサスファームおおくまで生産しているイチゴを使用した新商品「ふわふわ魔法のいちごパン」
が完成し、販売を開始しました。

このパンは、製造から３年間保存できる缶詰パンで、災害時の非常食として活用できます。特殊
な製法により、保存食とは思えないほどふんわりとした柔ら
かな食感を実現しています。

非常食として備蓄するだけでなく、普段のおやつや軽食と
してもおいしく食べられます。日頃から食べ慣れておくこと
で、災害時にも安心して味わうことができます。
「ふわふわ魔法のいちごパン」は、近隣のコンビニエンススト

ア３店舗のほか、浪江町と楢葉町の道の駅で販売しています。

ネクサスファームおおくまのイチゴを使用　
ふわふわ魔法のいちごパン

福島県浜通りを舞台とした国内最大級の自転車ロードレース「ツール・ド・ふくしま」が６月 13
日、14 日に開かれました。開催４年目となった今大会は、国際自転車競技連合のアジア予選に位
置づけられ、上位完走者は北海道ニセコで開催される世界選手権への挑戦権を得られます。

今大会の参加者は約 1,700 人で、昨年９月に
開催された同大会の２倍以上のサイクリストが、
浜通りを巡る 140 キロメートルと 80 キロメート
ルの２コースでしのぎを削りました。

大熊町内では、国道６号と国道 288 号、県道
35 号いわき浪江線がコースとなりました。

サイクリストらは大川原地区の西工業団地から
役場庁舎方面へ向かう上り坂で、応援に駆け付け
た町民らの声援を受けながら力強くペダルを踏み
こんでいました。

1,700人のサイクリストが郡内駆ける　ツール・ド・ふくしま2026

6 月 7 日に東京都中央区のあかつき公園で開催された「エコまつり」に、町ゼロカーボン推進課と
おおくままちづくり公社が出展し、ゼロカーボン施策や町特産品を来場者らに PR しました。

大熊町と東京都中央区は、令和６年に脱炭素を
軸とした連携協定を結んでいて、「エコまつり」へ
の出展は昨年に引き続き２回目です。

当日は、スーパーボールをすくった分だけ CO2

の削減を体感できるミニゲームや町のゼロカーボ
ンに関する取り組みの紹介を実施しました。

また、町特産品の日本酒・帰忘郷やネクサス
ファームのイチゴを使った缶詰パンなどもあわせ
て販売をしました。

町の重要施策を広く紹介　東京都中央区で町を PR

開封するとイチゴの香りが広がります

大熊町ブースの様子

上り坂で声援を受けるサイクリストら
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原発事故による帰還困難区域を抱える町村の協議会は、5 月 20 日に東京都内で要望活動を
実施しました。牧野たかお復興大臣をはじめとする政府関係者、自由民主党東日本大震災復興
加速化本部の谷公一本部長に要望書を手交しました。

町は、今後もあらゆる機会を捉え、帰還困難区域を抱える自治体の実情を国に伝えるととも
に、町の復興・再生に向けた取組が着実に進むよう、継続して要望活動を行ってまいります。

要望活動 原発事故による帰還困難区域を抱える町村
の協議会による要望活動を実施しました

政府・
与党への
要望

〇特定復興再生拠点区域以外の帰還困難区域について
〇原発事故による帰還困難区域を抱える町村の復興・再生について

復興庁 自由民主党東日本大震災復興加速化本部

大熊中央産業拠点で大熊ダイヤモンドデバ
イスのダイヤモンド半導体工場の竣工式が 5
月 29 日行われました。

同社は、北海道大発のベンチャー企業で、
大熊インキュベーションセンターから大熊中
央産業拠点に進出し、世界初となるダイヤモ
ンド半導体の生産に取り組みます。

竣工式では、星川尚久代表取締役が「大熊
町での工場建設に至るまでさまざまな困難が
ありましたが、人類にとって意義のある、歴
史を変えるような仕事をしていく」とあいさ
つ。町からは、吉岡健太郎副町長、武田善幸
副町長が出席し、工場の完成を祝いました。

今後生産されるダイヤモンド半導体は福島
第一原発の廃炉作業への用途のほか、次世代
通信、宇宙産業への展開が期待されています。

世界への供給を大熊から　
ダイヤモンド半導体工場竣工式

１竣工を記念しテープカットする関係者ら
２大熊中央産業拠点に完成した工場

1

2



のぞいてみよう！
興復 フ
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支援員ライ興復 フ
支援員ライ
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移住に関する
情報

まちづくり公社
に関する情報

毎年１月～５月はネクサスファームおおくま直売
所の営業期間なので、おおくまベリーのパッケージ
ングや販売を担当しました。直売所で販売されてい
るいちごはお客様に喜んでいただけるように大きさ
と味にこだわり、施設内の環境を工夫し、栽培して
います。お陰様で「おいしい！」という嬉しいお言葉
をいただいています。

夏に収穫したイチゴと砂糖で製造した「おおくまベリージャム」。幅広い世代におい
しく食べていただける「セミドライいちご」、生産者のいちごを贅沢に使用した果汁
20 パーセントの「飲むこんにゃくゼリー」。富岡町の BAUM HOUSE YONOMORI さ
んとコラボした「紅ほっぺのレアバウムクーヘン」などを直売所やおおくままちづくり
公社さんの EC サイト「okuma store」などで販売しています。ぜひご賞味ください。

地域のイベントは初夏から秋が多いので、冬と春が旬の
いちごを皆さんにお届けすることが難しく、商品を持って
ブース出店しています。

今年の 4 月もお隣の富岡町で開催された「夜の森桜まつ
り 2026」に出店をし、おおくまベリーをたくさんの来場
者に PR してきました。

イベントに参加すると、双葉郡全体が復興へ前進しよう
とするエネルギーを肌で感じ、日々の業務を頑張ろうとパ
ワーをもらえます。

【支援員】
氏名　佐藤元泰
受入先企業　ネクサスファームおおくま
支援業務　イチゴ栽培による営農活動の再開支援

コミュニティ再構築や町内住民の見守地・ケア、地域活性化委支援などを通して、
東日本大震災からの復興を手伝ってくれている復興支援員。
そんな支援員の日々の業務をちょっとのぞいてみませんか？

今月号からは、日々の支援内容や大熊町の魅力、今後の目標などをお伝えします。

ご存じですか？大熊町産のイチゴの美味しさ！

今月の支援
員は

こちら！



７月 23 日（木）、大熊インキュベーションセンターで、どなたでも参加できる「ゼロカーボン
ディナー交流会」を開催します。

株式会社孫の手による水素を活用したキッチンカーによる料理や、電気自動車の電気を使って
淹れるコーヒーなど、未来のエネルギーを身近に感じられる企画を予定。

浜通りにお住まいの方はもちろん、お仕事で関わりのある方、起業に関心のある方など、どな
たでもご参加いただけます。

美味しさも学びもあるディナー交流会、ぜひお気軽にご参加ください。
時７月 23 日（木）午後６時〜８時　
申 Peatix またはお電話で。
問 0240（23）7721 ※「７月の交流会について」とお伝えください。

ゼロカーボンディナー交流会を開催します
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ホームページから施設見学や会議室、グラウンドの予約も可能です。
ぜひご利用ください！

OICのイベント・セミナー開催情報はこちらから！

XX HPHPInstagramInstagram

　2022 年 7 月に開所した大熊インキュベーションセンター（OIC）には、現在 120 社以上の企業が入
居しています。大企業から起業準備中の大学生までが入居し、業界・業種もさまざま。毎日にぎわって
いる OIC の魅力をお伝えするため、OIC 広報担当が公式 HP「OIC 入居者紹介」の中から「どのような企
業が利用しているのか」「どのような人と会えるのか」などをご紹介します。

入居者紹介 　OICってどんなところ？利用者インタビュー

全文はこちらから全文はこちらから大熊インキュベーションセンター

会津発酵珈琲
入居企業インタビュー第 63 回目は、会津発酵珈琲をご紹介します。代表取締役 CEO & 

Founder の藤原多聞さんにお話を伺いました。
同社は、福島県の日本酒づくりの技術を応用した「発酵珈琲」の研究開発に取り組んでい

ます。甘酒や桃果汁、桜などを抽出した液体に珈琲の生豆を漬け込み、発酵の力で香りや
甘み、旨みを引き出すことが特徴です。福島県ハイテクプラザとの共同研究や特許出願に
も取り組み、発酵珈琲の可能性を探っています。

本事業の軸にあるのが、「オール福島」での珈琲づくりです。 浜通りの大熊町を本社拠点とし、会津で研究・
生産を実施。中通りでは、IoT センサーを活用したコーヒーノキ（コーヒーの木）の栽培にも挑戦しています。
将来的には苗木の栽培から収穫、加工までを福島県内で完結させることが目標とのことです。

藤原さんは、大熊町について「まだゼロに近い状態だからこそ、これから上に向かっていく過程を体験で
きるのが面白い」と話します。現在の大熊町には、「０から１」を楽しめる人たちが集まっており、さまざま
な人が交わりながら、新しい街が少しずつ形になっていく過程そのものに魅力を感じているといいます。「ど
うせ同じ時間を過ごすなら、やっぱり暮らしを楽しみたいですよね。ゼロから少しずつプラスに向かってい
くこの町で、みんな笑顔で過ごしていけたらうれしいです」と思いを語ってくれました。

第63回入居企業紹介
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大熊町からの

お知らせ
内 内 容 時 日 時 場 会 場 対 対
象 費費用 持持ち物 定定員 申
申し込み方法 期申し込み期
限 問問い合わせ先 ☎電話番号
FAXファクス メールアドレス 
WEB ウェブサイト

■野上２区、下野上１区

　地図の範囲（緑色の部分）につきまして、おおむね面的に除染が進捗し線量低減が確認できたため、
令和８年６月 22 日（月）から、当該区域の立入規制緩和および準備宿泊のご案内をしています。
　対象範囲は、野上 2 区、下野上 1 区（おおむね全域）熊 2 区、熊 3 区、町区（一部）です。
　準備宿泊は、町と国（内閣府原子力災害現地対策本部）が、次の要件①、②を確認した上で可能と
なります。

【一定の要件】
①電気・ガス・上下水道等、日常に必須なインフラがおおむね復旧していること。
②子どもの生活環境を中心とする除染作業が十分に進

しんちょく
捗していること。

　緩和地区（地番）の確認や準備宿泊をご希望の方は、環境対策課までご連絡ください。
準備宿泊の詳細については町ホームページに「準備宿泊のしおり」を掲載していますのでご覧くだ

さい。
　「準備宿泊のしおり」の郵送をご希望の場合も環境対策課までご連絡をお願いします。

特定帰還居住区域の帰還に向けた
立入規制緩和と準備宿泊が開始されました
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■熊２区、熊３区の一部

■熊２区、町区の一部

※当該区域（緑色の部分）はバリケードが無くなり、自由に立入できるようになります。
※区域境の変更により新たにバリケードが新設される箇所があるのでご注意ください。

地図内凡例
■立入規制緩和および準備宿泊範囲
■避難指示解除済区域

■特定帰還居住区域
□帰還困難区域

問環境対策課　廃炉・放射線対策係　☎ 0240（23）7823
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令
和
８
年
度
（
令
和
９
年
４
月
１
日

付
け
採
用
）

大
熊
町
職
員
採
用

候
補
者
試
験

■
試
験
職
種

・
高
卒
行
政

・
高
卒
土
木

・
社
会
人
経
験
者

■
採
用
予
定
数

　
い
ず
れ
も
若
干
名

■
年
齢
要
件
・
学
歴

◉
高
卒
行
政
・
高
卒
土
木

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。
学
歴

は
不
問
で
す
。

◉
社
会
人
経
験
者

　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
民
間
経
験
を
５
年
以
上
有
す
る

方
。
学
歴
は
不
問
で
す
。

■
受
付
期
間

７
月
15
日（
水
）か
ら
８
月
14
日（
金
）

の
間
の
平
日（
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）

郵
便
の
場
合
は
、
８
月
12
日（
水
）ま

募
集
・イ
ベ
ン
ト

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。

申
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

大
熊
町
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
、そ
の
表
に
赤
で「
職

員
試
験
申
込
」と
書
い
て
、
必
ず
簡
易

書
留
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

受
験
票
返
送
用
に
１
１
０
円
切
手
を
貼

っ
た
自
分
宛
の
長
形
３
号
封
筒
も
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
役
場
本
庁
舎
２
階
総

務
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
交
付
を
受
け

る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

■
１
次
試
験

◉
高
卒
行
政
・
高
卒
土
木

時
９
月
20
日（
日
）

場
富
岡
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
学
び

の
森
」（
双
葉
郡
富
岡
町
大
字
本
岡
王
塚

６
２
２

－

１
）

◉
社
会
人
経
験
者

時
９
月
20
日（
日
）

場
福
島
県
自
治
会
館（
福
島
市
中
町
８

番
２
号
）

問
総
務
課　
行
政
係

☎
０
２
４
０︵
23
︶７
５
６
９

ふ
く
し
ま
駅
伝
の
選
手

を
募
集
し
ま
す

今
年
も
ふ
く
し
ま
駅
伝（
市
町
村
対

抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
）が
、

11
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
走
る
こ
と
が

大
好
き
な
方
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
走

り
た
い
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
女
子
中
学
生
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

時
11
月
14
日（
土
）～
15
日（
日
）

対
中
学
生
以
上
の
男
女

期
10
月
10
日（
土
）

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
５
１
８

※
７
～
９
月
か
ら
合
同
練
習
に
取
り
組

み
、
合
宿
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
等
に

参
加
し
ま
す
。
応
募
者
に
は
後
日
詳
細

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

生
涯
学
習
課
は
、
学
び
舎
ゆ
め
の
森

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
や
本
の
貸
し
出
し

も
常
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※
学
校
の
行
事
等
に
よ
り
予
定
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

内
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
づ
く
り

紙
袋
や
包
装
紙
な
ど
可
愛
い
か
ら
取

っ
て
お
い
た
け
ど
、
意
外
と
使
わ
ず
た

ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
紙
た
ち
の
出
番

で
す
！

時
８
月
３
日（
月
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
学
び
舎
ゆ
め
の
森

対
ど
な
た
で
も

費
無
料

申
不
要

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
９
４

 

夏
の
宿
泊
体
験
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す

　
夏
の
宿
泊
体
験
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

時
８
月
８
日（
土
）～
９
日（
日
）

　
１
泊
２
日

場
会
津
自
然
の
家

費
３
０
０
０
円

対
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
の
町
民
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申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

期
７
月
16
日（
木
）午
後
５
時

内
カ
ヌ
ー
体
験
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
野
外
炊
飯
等

問
お
お
く
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎︎
０
７
０（
６
４
８
２
）８
４
１
９

okum
a-sc@

outlook.jp

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
５
１
８

環
境
省 

福
島
地
方
環
境
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

中
間
貯
蔵
施
設
見
学

会
を
開
催
し
ま
す

時
７
月
17
日（
金
）、
18
日（
土
）

申
中
間
貯
蔵
事
業
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
０（
25
）８
３
７
７

問
福
島
地
方
環
境
事
務
所　
中
間
貯
蔵

部
中
間
貯
蔵
総
括
課

☎
０
２
４（
５
６
３
）１
２
９
３

な
つ
祭
り
in
お
お
く

ま
２
０
２
６
開
催
の

お
知
ら
せ

　
お
お
く
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
実

☎︎
０
９
０（
２
９
５
２
）５
９
３
９

◉
打
ち
上
げ
花
火
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
／
大
熊
町
観
光
協
会

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
０
１

行
委
員
会
は
、
今
年
も「
な
つ
祭
り
in

お
お
く
ま
」を
開
催
し
ま
す
。
動
物
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
美
味
し
い
フ
ー
ド

＆
ド
リ
ン
ク
、
は
た
ら
く
ク
ル
マ
コ
ー

ナ
ー
、
仮
装
盆
踊
り
…
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
！

さ
ら
に
！
大
熊
町
観
光
協
会
主
催
の

打
ち
上
げ
花
火
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
ア
ツ
い
！
大
熊
町
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
♪

時
9
月
5
日（
土
）午
後
３
時
〜
7
時

※
荒
天
時
は
翌
日
へ
順
延

場
大
熊
町
役
場
前
広
場

※
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
駐
車
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
平
日
午
前
９
時
～
午
後
5
時
45
分

◉
な
つ
祭
り
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
／

お
お
く
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
実
行

委
員
会
事
務
局

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
０
１ 

■７月以降の通行止め箇所図

問 UR 都市機構　東北震災復興支援本部
　大熊復興支援事務所☎ 0246（38）8127
問復興事業課　建設係☎︎ 0240（23）7019

基盤整備工事に伴う７月以降
の通行止め箇所について

【凡例】
■：通行止め

除草剤を配布しています
　町は、町内にある宅地の適正管理を図るため、除草剤（非農耕地用）を
配布します。
対大熊町内に宅地を所有しており、以下の留意事項をお守りいただける世帯
■配布数　１世帯あたり原則３個
■配布場所　大熊町役場　生活支援課窓口
申窓口に備え付けの除草剤申込書に必要事項をご記入のうえ、お申し込みください。
■配布期間　令和９年３月 31 日（水）まで
　※在庫状況により、一時的に配布を休止する場合があります。
問大熊町役場　除草剤配布事業受付窓口（生活支援課内）☎︎ 0120（985）533
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福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議

会
か
ら

◉
行
く
し
か
な
い
!!
働
き
た

い
ネ
ッ
ト
の
就
職
面
接
会 

【
参
加
無
料
・
履
歴
書
不

要
・
服
装
自
由
】

内
短
時
間
で
た
く
さ
ん
の
企
業
の
情
報

収
集
が
で
き
る
♪
就
活
が
一
歩
前
進
！

時
７
月
24
日（
金
） 

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

場
富
岡
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　
学
び

の
森（
富
岡
町
大
字
本
岡
字
王
塚
６
２

２

－

１
）

■
出
展
企
業

　
21
社
予
定（
企
業
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

申
電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
、

ま
た
は
当
日
参
加
。
予
約
が
オ
ス
ス
メ

で
す
。

※
雇
用
保
険
受
給
者
の
方
へ　

　
本
面
接
会
は「
求
職
活
動
実
績
」に
な

り
ま
す
。参
加
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

◉
働
き
た
い
ネ
ッ
ト
の
就

職
応
援
マ
ル
シ
ェ【
出
張
求

職
者
カ
フ
ェ
】

【
参
加
無
料
・
予
約
不
要
】

内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡
に
求
職
者
カ
フ

ェ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
就
職
活
動
に
役

立
つ
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
来
場

の
方
に
は「
履
歴
書
＆
封
筒
セ
ッ
ト
」プ

レ
ゼ
ン
ト
！
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
7
月
15
日（
水
）午
前
９
時
～
正
午

場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡　
２
階
会
議
室

■
支
援
メ
ニ
ュ
ー

◎
証
明
写
真
撮
影（
撮
影
希
望
の
方
は

ス
ー
ツ
等
の
着
用
が
お
す
す
め
！
貸
出

用
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
有
）◎
応
募
書
類
作
成

◎
適
職
診
断　
等

問
福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議
会　

福
島
統
括
窓
口

☎
０
２
４（
５
２
４
）２
１
２
１

看
護
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
公
立
双
葉
准
看
護
学
院
は
、
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
２
０
２
６
を
予
約
制
で
開

催
し
ま
す
。

「
准
看
護
学
校
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？
」「
実
際
の
学
び
や
学
生
生
活
を

見
て
み
た
い
」

看
護
に
興
味
の
あ
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

在
校
生
と
一
緒
に
看
護
体
験
を
し
て
、

学
院
の
雰
囲
気
を
身
近
に
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
？ 

中
学
生
や
社
会
人
の
方
の
参
加
も
大

歓
迎
！
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
時
７
月
25
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

　
内�

手
洗
い
、
模
擬
授
業（
薬
の
飲
み

方
）

　
期
７
月
17
日（
金
）

②
時
10
月
３
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

　
内
血
圧
測
定
、
手
浴
、
高
齢
者
体
験

　
期
９
月
28
日（
月
）

〈
共
通
〉

場
公
立
双
葉
准
看
護
学
院（
南
相
馬
市

原
町
区
萱
浜
字
巣
掛
場
45

－

76
）

内
学
院
説
明
・
紹
介
・
見
学
、
模
擬
授

業
、
看
護
体
験
、
個
別
相
談（
希
望
者

の
み
）

予
約
・
問
公
立
双
葉
准
看
護
学
院

☎︎
０
２
４
４（
32
）０
９
９
０

お
お
く
ま
気
楽
会

内
お
食
事
会
＆
お
楽
し
み
会

時
7
月
19
日（
日
）午
前
10
時
～

場
下
矢
田
団
地
集
会
所

費
５
０
０
円　
定
20
名　
申
必
要

問
菅
野
勝
巳

☎
０
８
０（
５
２
２
２
）６
０
１
４

ふ
る
さ
と
お
お
く
ま
会

内
健
康
お
楽
し
み
交
流
会

時
7
月
30
日（
木
）午
前
10
時
～

場
草
野
公
民
館

費
２
０
０
円　
定
30
名　
申
必
要

期
7
月
22
日（
水
）ま
で

問
石
橋
英
雄

☎︎
０
９
０（
２
２
７
０
）８
１
３
８

問
冨
田
睦
子

☎︎
０
９
０（
３
５
３
１
）９
７
７
６

問
杉
内
俊
子

☎︎
０
９
０（
３
６
４
９
）６
０
５
１

農
業
制
度
資
金
の
特

例
措
置
等
の
ご
案
内

福
島
県
は
、
農
業
経
営
に
係
る
設
備

資
金
や
運
転
資
金
等
を
低
利
で
融
資
す

る
農
業
制
度
資
金
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け

農
業
経
営
を
再
開
予
定
の
方
、
農
業
経

営
再
開
後
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

等
に
つ
い
て
は
、
融
資
が
無
利
子
と
な

補
助
・
助
成
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る
特
例
措
置
が
あ
る
ほ
か
、
そ
の
他
の

場
合
も
対
象
資
金
に
お
け
る
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は「
福
島
県　
東
日
本
大
震

災
金
融
支
援
」で
検
索
い
た
だ
く
か
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
農
業
経
済
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
３
４
９

国
民
健
康
保
険
加
入

の
方
へ
資
格
確
認
書

等
を
郵
送
し
ま
す

資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
は
、
７
月

31
日
ま
で
で
す
。
８
月
１
日
以
降
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
登
録
状
況
に
よ
っ
て
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
の
交
付
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

70
歳
以
上
の
被
保
険
者
に
は
、
資
格

確
認
書
ま
た
は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

の
い
ず
れ
か
を
交
付
し
ま
す
。
昨
年
度

か
ら
負
担
割
合
を
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
高
齢
受
給
者
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ

お
知
ら
せ

ん
。

■
資
格
確
認
書

対
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
て

い
な
い
方

■
有
効
期
限

　
令
和
９
年
７
月
31
日

■
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

対�

・
70
歳
以
上
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
登
録
を
し
て
い
る
方

　

�

・
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し

て
い
る
が
、
一
度
も
交
付
さ
れ
て
い

な
い
方

■
有
効
期
限

　
令
和
９
年
７
月
31
日（
70
歳
以
上
の

み
）

■
送
付
時
期

　
令
和
８
年
７
月
下
旬

問
健
康
保
険
課　
国
保
年
金
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
３

令
和
８
年
度
国
民
健

康
保
険
税
の
納
税
通

知
書
を
発
送
し
ま
す

令
和
８
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
書
は
、
７
月
15
日（
水
）に
発

送
予
定
で
す
。

世
帯
主
が
納
税
義
務
者
の
た
め
、
平

成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
の
住
民
票
の

住
所
に
よ
り
、
取
り
扱
い
が
分
か
れ
ま

す
。帰

還
困
難
区
域
に
住
所
の
あ
っ
た
世

帯
は
、
全
額
減
免
さ
れ
ま
す
。

避
難
指
示
解
除
区
域（
中
屋
敷
お
よ

び
大
川
原
地
区
、
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
）に
住
所
の
あ
っ
た
世
帯
の
中
で
、

令
和
７
年
中
の
合
計
所
得
が
６
０
０
万

円
を
超
え
る
世
帯
ま
た
は
未
申
告
者
の

い
る
世
帯
は
通
常
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
世
帯
は
、
全
額
減
免
さ
れ
ま

す
。震

災
後
に
避
難
指
示
解
除
区
域
内
に

転
入
さ
れ
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、
通
常

課
税
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
23
年
３
月
11
日
時
点

で
の
住
民
票
の
住
所
地
で
被
災
さ
れ
た

方
は
全
額
減
免
と
な
り
ま
す
が
、
平
成

28
年
12
月
31
日
ま
で
に
解
除
さ
れ
た
区

域
に
居
住
し
て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、

通
常
課
税
と
な
り
ま
す
。

平
成
29
年
中
に
解
除
さ
れ
た
区
域
に

居
住
し
て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
通
常

課
税
額
の
半
額
減
免
と
な
り
ま
す
。

問
住
民
税
務
課　
賦
課
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
５
４

問原子力損害賠償紛争解決センター
☎0120‒377‒155（年末年始を除く平日午前10時〜午後5時）

文部科学省  原子力損害賠償紛争解決センター (ADR センター）からのお知らせ

専門家と話ができる
「平日夜間・土曜窓口」を
引き続き開設中です
ご利用は無料

時①８月１日（土）
　　午後１時～５時
　② 9 月 2 日（水）
　　午後４時～８時

★和解された事例の一つを紹介します
【令和７年９月 24 日成立　和解事例 2200）】

申立人：大熊町から避難された方
ポイント：持病の手術が平成 23 年３月中旬に予定されていたが、原発事故が発
生し避難を余儀なくされたため、当該手術を受けることができないまま、突然の
体調悪化に対する不安を抱きながら避難生活を送らざるを得なかったこと、避難
先の医療機関で一から診察を受け直すこととなり、精神的・肉体的に大きな負担
があったこと等が考慮された。
和解内容：平成 23 年３月から同年 12 月まで持病を理由とする月額５万円の日
常生活阻害慰謝料の増額分の賠償が認められた。（和解合計金額 50 万円）　
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20
歳
～
60
歳
の
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い

る
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、保
険
料
の
納
付
が「
免

除
」ま
た
は「
猶
予
」さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
電

事
故
に
伴
い
、
平
成
23
年
３
月
11
日
時

点
で
大
熊
町
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方

は
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
国

民
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
学
生
の
方
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が

優
先
さ
れ
ま
す
）

■
申
請
受
付
開
始

　
７
月
１
日（
水
）

■
申
請
方
法

申
請
書
を
大
熊
町
役
場
の
各
窓
口
ま

た
は
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
へ
提
出
。

■
対
象
と
な
る
期
間

令
和
８
年
度
分（
令
和
８
年
７
月
分

～
令
和
９
年
６
月
分
）。
過
去
期
間
は

２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申

請
で
き
ま
す
。

問
健
康
保
険
課　
国
保
年
金
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
３

問
平
年
金
事
務
所

☎︎
０
２
４
６（
23
）５
６
１
１

介
護
保
険
負
担
割
合

証
を
郵
送
し
ま
す

有
効
期
限
が
令
和
８
年
７
月
末
ま
で

の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
お
持
ち
の

方
に
、
８
月
以
降
の
負
担
割
合
証
を
７

月
下
旬
頃
に
郵
送
し
ま
す
。
記
載
さ
れ

て
い
る
内
容
を
確
認
の
上
、
必
ず
介
護

保
険
被
保
険
者
証
と
と
も
に
保
管
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
免

除
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

免
除
期
間
に
つ
い
て
は
合
わ
せ
て
郵
送

予
定
の
認
定
票（
ピ
ン
ク
色
）を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
転
入
者
の
方
等
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
が
免
除
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
福
祉
課　
介
護
保
険
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
２
２
６

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
免
除
の
認
定
票
を

郵
送
し
ま
す

現
在
、
要
介
護
・
要
支
援
・
事
業
対

象
者
の
認
定
を
お
持
ち
の
方
で
、
８
月

以
降
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
免
除
対

象
の
方
へ
、
免
除
の
認
定
票（
原
子
力

発
電
所
事
故
避
難
者
介
護
保
険
利
用
者

負
担
軽
減
支
援
事
業
対
象
者
認
定
票
・

ピ
ン
ク
色
）を
順
次
郵
送
し
ま
す
。

認
定
票
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時

に
事
業
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
へ
の

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

介
護
保
険
被
保
険
者
証
等
と
一
緒
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
に
な
っ
て
も
手
元
に
届
か
な
い

方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
福
祉
課
介
護

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
免
除
対
象

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己
負
担

分（
費
用
の
1
割
、2
割
、ま
た
は
3
割
）

■
免
除
期
間

　
令
和
9
年
2
月
28
日（
日
）ま
で

問
福
祉
課　
介
護
保
険
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
２
２
６

第
１
号
被
保
険
者（
65

歳
以
上
の
方
）の
介
護

保
険
料
に
つ
い
て

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
応
じ
、
各

市
町
村
が
３
年
ご
と
に
定
め
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
大
熊
町
で
は
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
基
準
額
が

６
，
９
０
０
円（
月
額
）×
12
カ
月
＝
８

２
，
８
０
０
円（
年
額
）と
な
っ
て
い
ま

す
。令

和
８
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
７

月
中
に
減
免
対
象
者
の
方
へ
介
護
保
険

料
年
額
決
定
兼
減
免
決
定
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
。

ま
た
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
区

域
に
住
所
が
あ
り
、
合
計
所
得
金
額
が

６
３
３
万
円
以
上
で
あ
る
方
や
未
申
告

者
の
方
、
転
入
者
の
方
で
減
免
対
象
と

な
ら
な
い
方
に
は
７
月
中
に
介
護
保
険

料
額
決
定
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

※
平
成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
、
大
熊

町
以
外
の
避
難
指
示
区
域
等
に
住
所
が

あ
っ
た
方
は
、
減
免
が
適
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
福
祉
課　
介
護
保
険
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
２
２
６

令
和
８
年
度
の
介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
申
請
の
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
す

有
効
期
限
が
令
和
８
年
７
月
31
日
ま

で
の
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
を
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お
持
ち
の
方
に
は
、
更
新
申
請
の
案
内

を
送
付
し
ま
す
。
引
き
続
き
利
用
す
る

方
は
、
令
和
８
年
８
月
末
ま
で
に
更
新

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
規
で
利
用
す
る
方
は
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
と
は
…

介
護
保
険
施
設（
介
護
老
人
福
祉
施

設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養

型
医
療
施
設
、
介
護
医
療
院
）や
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
と
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
用
の
自
己
負
担
分
の
ほ
か
に
居

住
費
・
食
費
な
ど
も
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
所
得
の
低
い
方
は
、
申
請

に
基
づ
き
段
階
ご
と
に
居
住
費
・
食
費

の
上
限
額（
負
担
限
度
額
）を
定
め
、
負

担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。
負
担
限
度

額
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負
担
段
階
ご

と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）お
よ
び

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
デ
イ
ケ

ア
）等
の
食
費
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
世
帯
の
課
税
状
況
お
よ
び
個
人
の
所

得
状
況
、
預
貯
金
等
の
合
計
額
に
よ
っ

て
審
査
し
ま
す
。

問
福
祉
課　
介
護
保
険
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
２
２
６

マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
で
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
と
限

度
額
適
用
認
定
証
の
申
請

が
不
要
に
な
り
ま
す

所
得
に
よ
る
自
己
負
担
限
度
額
を
判

定
す
る
た
め
、認
定
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８

月
以
降
に
認
定
証
を
お
使
い
に
な
る
場

合
は
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
が
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
す
る
こ

と
で
毎
年
の
更
新
申
請
手
続
き
が
不
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
登
録
を
し
ま
せ
ん
か
？

問
健
康
保
険
課　
国
保
年
金
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
３

一
部
負
担
金
免
除
証

明
書
を
郵
送
し
ま
す

医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
を

７
月
末
日
ま
で
に
届
く
よ
う
送
付
し
ま

す
。医

療
機
関
等
に
か
か
る
時
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
と
一
緒

に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

対
大
熊
町
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
で
令
和
７

年
分
の
所
得（
加
入
者
全
員
の
基
礎
控

除
後
の
所
得
合
計
額
）が
６
０
０
万
円

以
下
ま
た
は
帰
還
困
難
区
域
の
方

※
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

に
は
、
非
該
当
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

■
送
付
物

・
国
民
健
康
保
険
の
免
除
証
明
書
…
カ

ー
ド
型（
白
色
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険（
75
歳
以
上
）

の
免
除
証
明
書
…
紫
色
の
Ａ
４
型

■
送
付
時
期

　
７
月
下
旬

問
健
康
保
険
課　
国
保
年
金
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
３

土
地・家
屋
の
代
替
取

得
等
に
係
る
各
税
の

特
例
措
置
に
つ
い
て

大
熊
町
で
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て

い
た
方
が
、
避
難
先
等
で
土
地
・
家
屋

を
取
得
し
た
場
合
は
、
次
の
税
の
特
例

措
置
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
固
定
資
産
税（
市
町
村
税
）

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
場
合
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

【
東
日
本
大
震
災
関
連
】

①
被
災
住
宅
用
地
の
特
例

②
被
災
代
替
住
宅
用
地
の
特
例

③
被
災
代
替
家
屋
の
特
例

【
原
子
力
災
害
関
係
】

①
居
住
困
難
区
域
お
よ
び
警
戒
区
域
内

住
宅
用
地
の
代
替
住
宅
用
地
の
特
例

②
居
住
困
難
区
域
お
よ
び
警
戒
区
域
内

家
屋
の
代
替
家
屋
の
特
例

■
不
動
産
取
得
税（
都
道
府
県
税
）

不
動
産
を
取
得
し
た
際
に
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。

①
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
家
屋
を
建
て

替
え
た
場
合
の
特
例

②
帰
還
困
難
区
域
内
に
あ
る
家
屋
に
代

わ
る
家
屋
を
取
得
し
た
場
合
の
不
動
産

取
得
税
の
特
例
措
置

■
登
録
免
許
税（
国
税
）

不
動
産
を
取
得
し
、
法
務
局
に
て
登

記
す
る
際
に
か
か
る
税
金
で
す
。

■
印
紙
税（
国
税
）

不
動
産
取
得
の
際
に
取
り
交
わ
す
契

約
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

問
住
民
税
務
課　
賦
課
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
１
５
４
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町
内
交
通
に
つ
い
て

■
生
活
循
環
バ
ス

７
月
１
日
か
ら
生
活
循
環

バ
ス
に
東
西
ル
ー
ト
が
追
加

と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
な
ル
ー
ト
お
よ
び
時
刻
表
に
つ

い
て
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

新
規
バ
ス
停
等
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

７
月
１
日
か
ら
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
運
行
時
間
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
受

付
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

受
付
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎︎
０
２
４
０（
23
）６
５
７
７

※
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

■
運
行
時
間
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
受

付
時
間

・
日
曜
日
を
除
く
週
６
日
間（
月
～
土
）

・
午
前
10
時
～
午
後
３
時
、

　
午
後
６
時
～
10
時

問
生
活
支
援
課

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
４
４
４

屋
根
・
窓
の
養
生
を

ご
希
望
の
方
へ

町
は
、
大
熊
町
内
の
ご
自
宅
等
の
維

持
が
困
難
で
あ
る
帰
還
意
志
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
に
、
家
屋
の
屋
根
・
窓
・

扉
の
仮
養
生
を
行
っ
て
い
ま
す
。

過
去
に
養
生
し
た
シ
ー
ト
の
再
養
生

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
雨
漏
れ
、
動

物
の
侵
入
等
で
お
困
り
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
施
工
の
有
無
・

時
期
は
町
で
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
居
住
さ
れ
て
い
る
方
、

家
屋
解
体
が
決
ま
っ
て
い
る
方
は
対
象

外
で
す
。

対
町
内
全
域

問
復
興
事
業
課　
建
設
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
０
１
９

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
販
売
し
ま
す

町
は
、
町
内
で
の
事
業
再
開
・
帰
還

促
進
を
図
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
販
売
し
ま
す
。

■
販
売
期
間

8
月
1
日（
土
）～
12
月
18
日（
金
）

■
販
売
金
額

　
１
冊
１
万
円（
１
万
５
０
０
０
円
分

の
商
品
券
つ
づ
り
）

■
販
売
数
量

　
先
着
５
０
０
０
冊

■
販
売
冊
数

　
１
人
６
冊
ま
で

■
使
用
期
間

令
和
９
年
１
月
31
日（
日
）ま
で

■
販
売
対
象
者（
必
要
書
類
）

　
購
入
の
際
は
本
人
確
認
証
と（　
）内

の
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

①
７
月
１
日
時
点
で
住
民
登
録
が
あ
る

方（
大
熊
町
民
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

も
の
）

②
平
成
23
年
３
月
11
日
に
住
民
登
録
が

あ
っ
た
方（
当
時
住
民
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
書
類
）

③
住
民
登
録
が
な
い
が
現
在
居
住
し
て

い
る
方（
居
住
の
実
態
が
わ
か
る
書
類
）

④
町
内
の
事
業
所
で
勤
務
し
て
い
る
方

（
会
社
が
発
行
し
た
勤
務
証
明
書
）

■
代
理
購
入
に
つ
い
て

　
①
に
該
当
す
る
方
で
、
住
民
票
上
で

同
一
世
帯
の
方
が
購
入
可
能
で
す
。

　
委
任
者
本
人
の
確
認
証（
コ
ピ
ー
可
）

お
よ
び
同
一
世
帯
が
証
明
で
き
る
住
民

票
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
取
り
扱
い
店
の
情
報
は
、
同
封
の
チ

ラ
シ
ま
た
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

が
確
認
く
だ
さ
い
。

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課　
産
業
振
興
係

☎︎
０
２
４
０（
23
）７
６
４
３

国
民
健
康
保
険
加
入
・

脱
退
の
際
は
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い

社
会
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

国
民
健
康
保
険
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
を
使
用
し
た
場
合
、

医
療
費（
10
割
）を
返
還
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
脱
退
の
手
続
き
と

資
格
確
認
書
等
の
返
却
を
お
願
い
し
ま

す
。社

会
保
険
等
の
免
除
証
明
書
に
つ
い

て
ご
不
明
な
点
は
、
ご
加
入
の
医
療
保

険
の
保
険
者
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対
①
退
職
さ
れ
た
方

　

�

②
勤
務
先
か
ら
資
格
確
認
書
等
を
発

行
さ
れ
た
方

■
対
応
事
項

①
社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
を
準
備

お
願
い
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問大熊町移住定住支援センター
☎ 0240（23）7103

●くまジョブ（求人情報サイト）
●チャレンジ応援プログラム
　募集中です！

移住定住をサポート！
町移住定住支援センター
の最新情報はこちら▶

問おおくままちづくり公社
☎︎ 0240（23）7101（平日午前９時〜午後５時）

●不動産利活用登録募集　　● okuma store（EC サイト）
日本酒・甘酒などの特産品・大熊町のグッズを取り扱いしています
ので、ぜひご利用ください。

不動産利活用、地域コミュニティをサポート！
特産品「帰忘郷」販売中！
おおくままちづくり公社の最新情報はこちら▶

し
て
国
保
加
入
の
手
続
き

②
勤
務
先
か
ら
発
行
さ
れ
た「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」で
国
保
脱
退
の
手
続

き期
異
動
日
か
ら
14
日
以
内

問
健
康
保
険
課　
国
保
年
金
係

☎
０
２
４
０（
23
）７
１
４
３

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
双
葉
地
方
水
道
企
業
団
は
、
計
量
法

に
基
づ
き
、
8
年
に
一
度
無
料
で
水
道

メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
て
い
ま
す
。

　
交
換
が
必
要
と
な
る
ご
家
庭
や
事
業

所
へ
、
企
業
団
の
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
工
事
事
業
者
は
、
企
業
団
発
行
の
身

分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

■
交
換
予
定
時
期

　
7
月
～
12
月

■
交
換
作
業
時
間

　
15
分
～
30
分
程
度

費
無
料（
企
業
団
が
負
担
し
ま
す
）

問
双
葉
地
方
水
道
企
業
団　
総
務
課
営

業
係

☎︎
０
２
４
０（
25
）５
３
２
３

い
き
い
き
美
活
教
室

内
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
有
酸
素

運
動
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ

ッ
チ
や
呼
吸
法
を
学
び
ま
す
。

講
師
は
保
健
師
で
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
橘
ま
ゆ
み
氏
で
す
。

時
7
月
17
日（
金
）、
7
月
29
日（
水
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
会
津
若
松
出
張
所

対
会
津
地
域
の
町
民

持
飲
み
物
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル（
手
元

に
あ
る
方
）、
手
ぬ
ぐ
い
ま
た
は
ス
ポ

ー
ツ
タ
オ
ル（
90
～
１
０
０
ｃｍ
）

費
無
料　
定
８
人　
期
前
日
ま
で

申
必
要
。
電
話
で

問
会
津
若
松
出
張
所

☎︎
０
２
４
２（
23
）４
１
２
１

子
育
て
ひ
ろ
ば

�

内
栄
養
士
の
話
、
身
長
体
重
測
定
、
個

健　

康

子
育
て

別
相
談

�

時
7
月
14
日（
火
）

　
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場
い
わ
き
出
張
所

定
親
子
5
組

対
未
就
学
児
と
保
護
者（
祖
父
母
も
可
）

持
飲
み
物
、
お
む
つ
、
バ
ス
タ
オ
ル

※
体
重
測
定
希
望
の
方
・
お
む
つ
交
換

の
際
は
、
ご
自
身
で
バ
ス
タ
オ
ル
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

申
7
月
13
日（
月
）ま
で
に
電
話
で

問
い
わ
き
出
張
所

☎︎
０
２
４
６（
36
）５
６
７
１

福
島
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おおちゃん

教えて　　　すこやかライフ
　

通いの場のご紹介
大熊町の「通いの場」は

こちらから▶

　

気づいたら相談を。
認知症は支え合いで安心

介護の相談は、最寄りの包括支援センターへ

消費生活トラブルで困ったときは ― １人で悩まず、まずは相談 ―

■ こんなトラブル、増えています
・「無料点検」と言われて家に上がり込まれ、高額な契約を迫られた
・健康食品やサプリの定期購入を知らないうちに契約していた
・お試し購入のはずだったのに、2 回目が届いた
・突然、身に覚えのない内容の料金請求のメール・SMS がきた
・パソコン画面に「ウイルス感染」と表示され、サポート料を請求された

高齢者を狙った手口は年々巧妙になっています。
 「おかしいな」と思ったら、すぐに相談することが大切です。

■ 主な相談先
● 消費者ホットライン「 1

い や や ！

8 8 」
電話をかけると、お住まいの地域の消費生活センター
につながります。 契約トラブル、訪問販売、
ネット通販など、幅広い相談が可能です。
※通話料がかかります。

● 家族やケアマネジャーにも相談を
高齢者を狙ったトラブルは、家族や介護関係者が早く気づくことが被害防止につながりま
す。 不審な電話や訪問があったら、遠慮なく周囲に話してください。

消費者
ホットライン

1
い や や ！

88

− トラブルを防ぐための 3 つのポイント −
・その場で契約しない
・一人で判断しない

・少しでも不安を感じたら、すぐ相談
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大熊町こども家庭センターおおくまっこ
は、妊娠期から子育て期まで切れ目のない
支援のため母子健康手帳の交付時に、保健
師等の専門職が妊婦さんの体調や心配事の
お話をうかがいます。
母子健康手帳交付希望の方は日程調整をし
ますので本庁舎・各出張所にご連絡くださ
い。

母子健康手帳交付希望の皆さまへ
ご妊娠おめでとうございます

⦿子育て /健康　健康保険課　保健衛生係　☎０２４０-２３- ７４１９
⦿介護 / 包括　福祉課　介護保険係　　　☎０２４０-２３- ７２２６

　
子育て支援アプリ
「すくすく♡おおくまっこ

ｂｙ母子モ」

今後町から送付するものがありますの
で、健康保険課 保健衛生係までご連絡
ください。
また、福島県内への里帰り出産をされる
方についてもご連絡ください。

母子手帳の交付を受けた福島県外の妊婦さんへ

私たち専門職にご相談ください！

町は、お住いの地域ごとに
地区担当の保健師が中心と
なり、健康相談や家庭訪問
などの地域に密着した活動
を行っています。年齢を問わ
ず、心と体の健康について、
保健師、看護師、栄養士の
専門職が連携して、健やか
に生活できるようお手伝いし
ていきます。なんでも気軽に
ご相談ください。

お問い合わせ
大熊町役場　健康保険課　保健衛生係� ☎０２４０- ２３- ７４１９
大熊町役場　会津若松出張所� ☎０２４２- ２３- ４１２１
大熊町役場　いわき出張所� ☎０２４６- ３６- ５６７１
大熊町役場　中通り連絡事務所� ☎０２４- ９８３- ０６８６
大熊町診療所� ☎０２４０- ２３- ７１７０

健康保険課　保健衛生係

大 熊 町 診 療 所

い わ き 出 張 所 中通り連絡事務所会津若松出張所
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何かと疑問の多い放射性物質について、長崎大学の専門家の皆さんが解説します。

折田　真紀子
（保健師）

松永　妃都美
（保健師）

柏崎　佑哉
（公認心理師）

長崎大学は、放射線被ばくと健康についてのご相談をいつでもお待ちしております。大熊町役
場健康保険課（☎︎ 0240-23-7419）を通じてお気軽にお問い合わせください。

私たち長崎大学は、大熊町での復興支援活動の一環として毎月「放射線と健康」をテーマとした
連載を掲載しています。

前回は、現在の学校教育において放射線を学ぶ意義として「自分で判断する力」を養うことの重
要性をご紹介しました。では、その「判断する力」とは具体的にどのような力なのでしょうか。
「放射線は自然界にも存在し、私たちは毎日それを受けて生きている」ことは以前のコラムでも

取り上げてきました。しかし、この事実を「知っている」ことと、「だから自分はどう考えるか」ま
で進められることは、実は別の力です。前者は情報を記憶することですが、後者は不確かな状況
の中で根拠を持って判断する力です（これをリテラシーと呼びます）。

たとえば、「○○でがんリスクが２倍」というニュースを聞いたとき、あなたはどう受け止めま
すか。もともとのリスクが「１万人に１人」なら２倍でも「１万人に２人」ですが、「10 人に１人」
が「10 人に２人」になるのとでは意味がまったく異なります。数字をただ知るだけではなく、「何
と比べてどの程度の影響があるのか」を読み取る力が必要です。

日本の学校教育は、知識の習得において世界的に高い水準を誇っています。しかし実は、知識
の高さと自分で判断できる力は、必ずしも一致しません。その背景には、日本の理科教育が「正
しい答えを学ぶ」ことを中心に設計されてきたという特徴があります。しかし、福島第一原発事
故の経験が教えてくれたのは、リスクを自らの力で判断する力を育てることの重要性でした。「専
門家が安全と言っているから大丈夫」でも「不安だからゼロでなければ嫌だ」でもなく、根拠を持っ
て自分の考えを言えること、それが放射線教育に求められる力ではないかと私たちは考えていま
す。

教えて
　おおちゃん

放射性物質

写真：大学生向け夏季セミナー（講義・ディスカッション）
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近年のサウナブームを背景に、従来の浴場等に設置されるサウナ設備とは異なり、屋
外のテントやバレル（木樽）に放熱設備（サウナストーブ）を設置して使用する事例が全国
的に増加しています。このようなサウナの構造等に応じた「簡易サウナ設備」として、令
和８年６月１日に双葉地方広域市町村圏組合火災予防条例を一部改正しました。

火災予防条例が一部改正されました

福島地方環境事務所からのお知らせ

環境省では、特定帰還居住区域（下野上１区、野
上１区・２区、熊１区～３区、熊川区、町区、夫沢
２区・３区の各一部※）およびその周辺に位置する
家屋等について、解体申請の受付を行っています。
※令和８年３月に大熊町特定帰還居住区域の範囲が
拡大しました。

受付時間は月～金曜日（年末年始、土日祝日を除
く）の午前８時 30 分～午後５時 15 分です。

詳 し く は、 環 境 省 ホ ー ム ペ ー ジ
（https :// fukushima.env .go. jp/
topics_00155.html）もご覧ください。

※所有建物の所在地が区域範囲内か確認したい方は
解体申請受付窓口までお問い合わせください。
※家屋等の建物については、除染か解体のどちらか
しか実施できません（環境省が除染した家屋等は解
体申請いただけません）。解体のご意向がある場合
は、家屋等の除染は希望せず、解体を申請いただき
ますようお願いします。ご不明な点がありましたら
お問い合わせください。

特定帰還居住区域での被災家屋等の解体申請

【解体申請受付窓口】
■浜通り南窓口
　いわき市平字小太郎町１- ６　いわきセンタービル６階
　☎０１２０- ７７３- ２７５
（令和９年３月 31 日までは ☎０１２０- ７００- ９０８

も引き続き使用可能です。）
ＪＲいわき駅から約 700 ｍ（徒歩約 10 分）
車でお越しの方は「いわき市平十五町目駐車場」をご利

用ください。受付窓口に駐車券をお持ちいただくと無料
になります。
■浜通り北窓口
　浪江町大字権現堂字上続町 12　朝田ビル１階
　☎０１２０- ６０３- ０１６

ＪＲ浪江駅から約 200 ｍ（徒歩約３分）
車でお越しの方はビル裏口駐車場をご利用ください。

※来所される際は、事前にお電話いただき、来所日時の
予約をお願いします。
■ご希望に応じて、申請者のご自宅等に伺います。

☎０１２０- ７７３- ２７５（浜通り南窓口）までご連
絡ください。

消防署からのお知らせ� 富岡消防署　☎︎ 0240（22）2119

届出と検査
①事業のために簡易サウナ設備を設置
する場合は、事前に「簡易サウナ設備
設置届出書」を管轄消防署に届出てく
ださい。使用開始前に検査を受ける必
要があります。個人が設けるもので
あっても、利用料を徴収する等、事業
目的で設置するものについては届出が
必要です。
②個人が自ら使用する目的で設けるも
のについては、管轄消防署への届出は
不要ですが、基準に従い設置する必要
があります。

テント型サウナ バレル型サウナ 放熱設備
（サウナストーブ）

簡易サウナ設備とは、以下のすべてを満たすもの
①屋外または直接外気に接する場所（建物屋上を含む）に設置
②放熱設備（サウナストーブ）の定格出力が６キロワット以下
③薪または電気を熱源とするもの
※「簡易サウナ設備」に該当しないサウナは、全て「一般サウナ
設備」として規制されます。

主
な
簡
易
サ
ウ
ナ
設
備

（
総
務
省
消
防
庁
資
料
よ
り
引
用
）
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ゼロカーボン
町ゼロカーボン補助金制度事務局
☎０１２０-９７８- ８２０
医療・福祉
町診療所
☎２３-７１７０
ふたば医療センター付属病院 
☎２３-５０９０
町社会福祉協議会
☎２３-５１７１
教育
認定こども園 学び舎ゆめの森
☎２３- ４４６２
義務教育学校 学び舎ゆめの森 
☎２３-５３４１

商工・観光・交流
町観光協会 
☎２３-７１０１
町インキュベーションセンター
☎２３-７７２１
町商工会
☎２３-７３８０
交流施設 linkる大熊
☎２３-７６７６
宿泊温浴施設ほっと大熊 
☎２３-５７６７
CREVAおおくま
☎４１-９９５９
クマSUNテラス
☎︎４１-９９４８

移住定住・帰還支援
町移住定住支援センター
☎２３-７１０３
おおくままちづくり公社
☎２３-７１０１
郵便
大熊郵便局
☎３２-２２２２
警察・消防
双葉警察署
☎２２-２１２１（緊急通報 110）
富岡消防署
☎２２-２１１９（緊急通報 119）
災害情報専用テレホンサービス
☎２６- ０３６６
電気
東北電力コールセンター 
☎０１２０- ０６６-７７４

ガス
福島県 LP ガス協会 相双支部
☎０２４４-２２-１１４１
上水道
双葉地方水道企業団
☎２５-５３２３

（下水道は町役場復興事業課）
電話
NTT 東日本相談申し込みダイヤル
☎１１６
ごみ
双葉地方広域市町村圏組合 
南部衛生センター
☎２５- ４６０９
除染・中間貯蔵施設
除染と中間貯蔵施設に関す
る問い合わせ窓口
☎０１２０-０２７-５８２
一時立ち入りコールセンター
☎︎０１２０-２２０-７８８

各 種 問 い 合 わ せ 先
（記載のない市外局番は０２４０です）

おおくま　　Photo News　　Photo News

６月６日に開かれた、学び舎
や

ゆめの森のスポーツフェスティバ
ルでのひとコマです。
あいにくの天候で室内開催になったスポーツフェスティバルで、
子どもたちにも負けない戦いをする大人たち。
一度では見たことのない数の玉が宙を舞っていますね（笑）

おとなも
本気！
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人のうごき
　令和 8年５月末現在

住民基本台帳
　人　口　９, ７４６人　
世帯数　４, ２０８世帯

町内居住者数
人　口　１, ６５２人

（うち帰還者４１４人）

居住地ごとの状況は町ホームペー
ジをご覧ください。

広報はホームページでもご覧いただけます。

問大熊町役場　総務課　秘書広聴係

Facebook大熊町HP Instagram

　広報おおくまは町ホームページでも公開しています。
パソコンやスマートフォンからも町の情報をご覧いただ
けますのでぜひご活用ください。

LINE

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所
三　瓶　　杏

あん
　 大　斗・　梓　 新　町

佐々木　聡
そ う た
大 大　輝・　悠　 向　畑

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

板 橋 修 希 会津若松市 渡 辺 綺 羅 々 清 水

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

永　井　文　成 ８５ 歳 北 台
和　田　和　子 ９４ 歳 長 者 原

令和８年５月届出

今月の水道修理当番業者表
指定日 指定給水工事業者名

１日、２日 ㈱ 丸 井 ☎0240-23-6071
☎090-2367-3857

３日～８日 双 葉 管 工 ㈱ ☎︎0240-22-3488
９日～14日 ㈲ 村 井 設 備 ☎︎0246-38-6855

15日～20日 双 葉 設 備 工 業 ㈱ ☎︎080-2832-4564
☎︎0240-27-1253

21日～26日 ㈱ 伊 藤 工 務 店 ☎0240-23-7802
27日～31日 ㈱ 小 黒 設 備 工 業 ☎0240-35-2582

町内の空間線量
（令和８年６月 15日午前９時現在）

町内で空間線量を測定しているモニタリングポスト
の数値をお知らせします。
表は避難指示が解除された区域に設置している機器
を抜粋して掲載しています。
町全体のデータは、町環境測定サイネージ、町ホー
ムページからご確認ください。

測定地点名 空間放射線量
（μ Sv/h）

中屋敷集会施設 0.10 
大熊町役場 0.08 
やすらぎ霊園 0.08 
野上二区集会所 0.43 
大熊インキュベーションセンター

（旧大野小学校） 0.13 

保健センター 0.25 
大野駅 0.13 
文化センター※１ 0.29 
旭台公園 0.30 
学び舎ゆめの森 0.11 
新町大橋北側 0.27 
町区集落センター 0.40 

参　
考

いわき市役所 0.06 
郡山市役所 0.07 
会津若松市役所

（追手町第二庁舎）
0.04 

※機器調整中等のため直近の計測データを記載して
います
※１ 令和８年６月 13 日午後１時 30 分時点
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ペット・プラ可燃・紙

日 月 火 水 木 金 土
 1  2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
●●�子育てひろば

㉑★
◎�職員採用試験

受付開始⑭
♪�夏の宿泊活動

申込期限⑭★
●�●�いきいき美活

教室㉑★

19 20 海の日 21 22 23 24 25
■�おおくま気楽

会⑯★
♣�保健センター

開放日

26 27 28 29 30 31
●�●�いきいき美活

教室㉑★
♣�保健センター

開放日

■�ふるさとおお
くま会⑯★

今月の紙面情報をまとめました。
丸数字（①など）は、
詳しい内容を掲載したページ番号です。

おおくまカレンダー７月
2026

駅西交流エリア 大川原交流ゾーン OIC まちづくり公社 社会福祉協議会

町内のゴミ回収日

▲分別方法は
コチラから可燃・紙 不燃・カン ビン ペット・プラ

２
０
２
６
年
７
月
１
日
号　
第
６
４
８
号

発
行
・
大
熊
町
役
場
総
務
課
秘
書
広
聴
係 

／ 

印
刷
・
北
斗
印
刷
株
式
会
社

広
報
お
お
く
ま

南部衛生センターごみ受入日 午前8:30〜11:30

【実施団体】
♪主なイベント　◎その他
■各コミュニティ団体
♣保健センター・介護事業
●●出張所・連絡事務所　
●おおくまコミュニティづくり実行委員会

（★マークがついているイベントなどは
予約が必要です）

各施設等の
イベント情報は
こちらから
ご覧ください！


